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１ 会議名   令和５年 第６回教育委員会会議 会議書 

２ 開催日時    令和５年５月 24 日（水）午後３時 00 分～午後３時 35 分 

３ 開催場所  岩国市民文化会館 第一研修室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、竹田 千恵、渡邉 博明 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

   教育次長   ： 丸川 浩 

教育政策課長 ： 村重 武志   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 村中 俊一郎 

学校教育課長 ： 重本 浩志  学校教育課主幹 ： 田村 幸恵  

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 倉本 敦 

生涯学習課長 中央公民館長兼務  ： 岡田 司 

中央図書館長 ： 山本 圭子   科学センター館長 ： 弘中 勝 

由宇支所次長 ： 佐々木 幸恵  周東支所長    ： 加藤 勝巳 

錦支所長   ： 岩脇 孝史   美和支所長    ： 佐伯 重樹 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、村上 葵 

８ 会議録署名委員  廣田 登志子、 渡邉 博明 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第５号  所管事項について 

日程第３ 報告第６号 公務上の事故に関する専決処分の報告について 

  日程第４ 報告第７号 公用車の事故に関する専決処分の報告について 

会議の大要 
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・ただいまから令和５年第６回岩国市教育委員会会議を開会します。 

・では、はじめに、日程第１会議録署名委員の指名を行います。本日の会

議録署名委員は、廣田委員と渡邉委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第５号 所管事項について」、日程第３

「報告第６号 公務上の事故に関する専決処分の報告について」、日程

第４「報告第７号 公用車の事故に関する専決処分の報告について」、

以上でございます。それでは、日程第２「報告第５号 所管事項につい

て」を議題といたします。これについては、協議会形式で進めたいと思

います。各担当部署から先に配布しております行事予定表について、補

足又は所管事項に関する懸案等があれば説明をお願いします。 

・６月行事予定にある由宇図書館ほか５館の特別整理休館日は、蔵書点検

を行うこととしております。 

・それでは、全体を通して、御意見・御質問がありましたらお願いします。 

・４月 26 日に山口市で開催された「県市町教育委員会教育長・委員研修

会議」に出席しました。大阪大学の志水宏吉教授の講演を聞いたんです
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が、内容は、学力と体力をいかに育むかというもので、結論を申し上げ

ますと、かつては学力と体力とは別次元であったが、現在では、それら

が強く関係しており、根っこの部分がしっかりしていなければ、体力も

学力も付いてこないとのことでした。その中で福井県が特にすばらし

く、全国学力学習調査が始まったときから現在まで、トップレベルを維

持されています。前回もお話ししたんですが、山口県は体力が非常に落

ちており、全国で１番下のレベルにあります。教育の不易と流行という

言葉がありますが、福井県の小浜市では、遠泳教育を体育の授業に取り

入れており、地域の協力や理解があって進められています。かつて、山

口県は冬になると、朝のランニングから始まって、行間時間も走る、持

久走大会に向けて目標を立てて自己を鍛えるなど、体育の時間もです

が、行間時間等も活用していろいろやってきました。現在では、働き方

改革も含めてあらゆる面で淘汰されている状況で、そういう活動がなか

なか見受けられません。その違いがここにあるんじゃないかと思いま

す。５月 18 日の読売新聞に、文部科学省が実施した英検３級程度の「英

語教育実施状況調査」の結果が載っており、中学３年生の都道府県別と

政令指定都市別の一覧表が出ておりました。文部科学省は目標を 50 パ

ーセントとしていました。福井県は何パーセントくらいだと思います

か。 

・70 パーセントくらいでしょうか。 

・福井県がやはり全国トップで 86.4 パーセントです。山口県は全国平均

を上回る 50.7 パーセントでしたが、中国地方で一番低いところで 43 パ

ーセントでした。86.4 パーセントという都道府県はほかにないです。政

令指定都市のさいたま市が 86.6 パーセントでしたが、そのほかは 70 パ

ーセントにも達していないんです。ほとんど 50 パーセント台。一番最

低が 30 パーセント台で、50 パーセントも差が開いている。公立中学校

で 86 パーセントはすごい数字なんです。山口県も悪いことはないです

が、この差はどこなんでしょうか。 

・今、小学校段階からの外国語活動が随分と定着してきたと思うのですが、

小中一貫教育の中で、小学校で教わっていた流れというのを中学校でど

の様に引き継いでいくかという事を、より強く進めていかないといけな

いと思っています。岩国は基地もあり、英語教育も力を入れております

が、オールイングリッシュの英語の授業というのがもっと中学校段階で

も定着してくることがとても必要だと思っています。ＧＴＥＣや英検な

ど、指標をきちんと出すものを行っているんですけれども、やっぱりこ

ういった形でどの学校でもどの子供達でも英語を中心とした授業をし

ていくんだよということが求められていると考えています。実は今年、

小中高で英語教育の一環的な授業を県から引き受けており、川下中校区

を指定しています。高校生のすごい力を感じながら、川下中学校、愛宕
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小学校、川下小学校と、小中高の英語を全て縦でつないで、直山先生に

年間を通じて御指導いただいて、一つのモデルを作りたいと思っていま

す。高校は岩国高校に御協力をいただいて、高校生の姿で憧れが生まれ

るような形がつくれるといいなと思っており、その一つには授業づくり

の中で、オールイングリッシュの英語の授業づくりというのが、小学校

段階でこれぐらいまで挑戦できるよ。中学校ではこんなところまで挑戦

できるよ。最終的には子供たちがやっぱり英語でいろいろなことを説明

できることが大事だろうと思っていて、そこに向かっていくことが必要

かと思っています。まだまだ日本語が多いかなと思っています。 

・そうですね。これは英検３級程度の中学校の調査ということなんですが、

ヒアリングを中心にいろいろ考えていくべきであろうと思います。今、

学校教育課長が言われたように、英語の時間だけオールイングリッシュ

ということじゃなく、例えば、給食時間とか、週に何回か簡単な英語で

「今日の献立は何でしょう」「楽しく食べましょう」という感じで話し

てみて、聞く力が持てるようになれば、別に勉強時間を割く必要もない

と思います。やはり、日常会話を聞き取る力がなければ、なかなか英語

力が上がりません。やはりそういった機会をどんどん子供に与えていく

必要があると思います。それと、福井県はどこへ行ってもそういった力

を持つ子供達が育ってきているわけですから、一度行ってみて、どうい

う教育をしているか視察をしてみては。岩国市は幸いなことに防衛関係

の予算もいただいて、ＡＬＴも潤沢に各学校に配置してやっているわけ

ですから、福井県を超える力を付けないとおかしいと思います。取組方

法に秘訣があるんじゃないかと思います。山口県が全国学力学習調査で

全国最低レベルの時に、県は先進地に行ってどこが違うか、どういうア

プローチをすれば学力が定着してくるのかを調査しに行ったので、先進

地の技術を持ち帰って普遍化するというのも一つの早い道じゃないか

と思います。そういった面で、新聞を読んで非常に地域格差が開いてい

ることに驚きを感じました。岩国市の子供たちの為にも、しっかり先生

方を鼓舞して力を付けていただきたいなと思います。 

・学校教育の中での英語の取組というお話でしたが、子供たちが英語の学

びというのを学校教育の中だけではなくて、先ほど言われましたよう

に、あらゆる日常で英語を使う機会が増やせるように、私どもの方も「Ｐ

ＬＡＴ ＡＢＣ」を中心にして、様々な子供向けのイングリッシュキャ

ンプを始めとしたイベントや学習機会を今年度も提供してまいりたい

と思っております。具体的には、夏休みに「ＰＬＡＴ ＡＢＣ」だけで

はなく、市内の各所でイングリッシュキャンプを展開する予定です。そ

ちらに多くの小・中学生の皆さん、高校生の皆さんも参加していただい

て、岩国市の英語力の底上げを図っていきたいと考えております。 

・できるだけ幼児、小学生辺りから聞く力を十分に付けさせる必要があり
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ますから頑張ってください。 

・７月 26 日に今年で７回目になりますが、「豊かな心を育む音楽教室」が

情操教育ということで実施されます。それに先立ちまして、先日、実行

委員会を開きました。所管は文化スポーツ課で予算はふるさと基金を活

用して、市立小学校の６年生を対象に広島交響楽団にフルオーケストラ

で演奏していただきます。今年は下野竜也さんが総監督で、今年最後の

年になるわけですけれども、鑑賞教室を指揮されるような方ではないん

です。長い歴史のある岩国の子供たちのために、そしてすてきな岩国市

歌の合唱の伴奏ができるということで、特別出演してくださいます。実

行委員会に文化スポーツ課、学校教育課、生涯学習課、教育センターな

どいろんな課が横断的に出てくださったんですが、皆さんが何でもやり

ますと、とても前向きな気持ちで取り組んでくださったこと、子供たち

にとって大きな力になると思うので、その取組に私自身も感動しまし

た。すてきな演奏会になるといいなと思っております。小学校の先生は

とてもまじめなので、そのプログラムを音楽の時間に学習して実際の演

奏を生で聴いてみる学校もあるようですので、プログラムは先行実施で

配布をしております。 

・もう一つ、村尾委員がおっしゃった学力について、もちろん英語もあり

ますが、学力を上げるにはどうしたらよいか知恵を絞らなければいけな

いと思っております。各教科書にＱＲコードが沢山ついています。タブ

レットがあるので、学校でどのように有効活用されているのか。動画な

どがあり、ぐっと世界が広がりますので。一斉指導する場合には先生が

読み込んで指導することもできますが、個人差に対応するために、それ

ぞれが自分が調べたい、あるいは、よく分からないところのＱＲコード

を探していって学習を深めるということがとても有効と思うのですが、

その辺の各学校への指導や実施状況はいかがでしょうか。個別学習のた

めのタブレット使用についてです。 

・教科書のＱＲコードを活用して、子供たちが授業でそこを考えて、動  

 画を確認してというシーンを学校訪問で見る機会は正直そんなにはな

くて、教員が教材を使って一斉提示というシーンはたくさんあります。

子供たちが自分の学びの進捗状況に合わせて個別学習ができるような

「ドリルパーク」などのアプリが入っていて、こちらの活用状況は逐一

教育委員会の方に挙がっています。次にどんなものを新たに入れていく

か、又は変えていく必要があるか、継続していく必要があるかに関わっ

てくるので、継続的に見させていただいています。活用状況が万全とは

言えない状況もあって、子供たちがタブレットを持ち帰ってやっている

学校と、それがなかなか制度上難しい学校もあって、今はとにかく禁止

ではなくて、きちんと使い方を指導したり、自分で考えたりしながら、

再度使いこなせる時代にしないといけないなということで各校で苦慮
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しながら進めていただいています。以前に比べたら、随分持ち帰りが増

えてきたなという印象はありますが、個人が授業内で教科書に載ってい

るＱＲコードを読み取り、そこで動画を見ているかについては、今後さ

らに指導主事から情報を集めたいなと思います。 

・今、教科書の特徴は、ＱＲコードがどこにもありますよということなの

で、教科書を有効に使うためにはＱＲコードを活用するのが大事かな

と。学力は、個別指導がないと平均が上がらないので、是非フィードバ

ックしながら学習の足りない未習熟のところを自分で見つける、先生が

指摘してそこをいかにフォローアップしていくかというところがとて

も大事だと思いますので、御指導のほどよろしくお願いします。 

・先日、修成小学校の運動会に行かせていただいたんですけど、体力向上

のために、ラジオ体操の代わりに県を挙げての取組ということで、ドラ

えもんの曲に合わせて柔軟性の高い体操をされていました。私たちには

まねできないような動作がたくさんありました。運動会だけでなく、体

力向上に向けて、体育の授業の時などに取り組んでいただいたら学力と

ともに体力も向上してもらえるんじゃないかと思います。 

・令和５年２月から、従前の学校の体力向上プログラムを一斉に見直しま

した。体力向上維新プログラムというもので、これは県がフレームを作

っているものですが、それを各学校で見直してもらって、多くの学校で

体育の授業の一番最初に「ドラえもん体操」をしています。柔軟性にと

にかく課題があるというのが、岩国もですが県全体に共通しています。

そこを克服するために、最初にそれを入れさせていただいています。も

う一つ大事な指標である体力測定についてですが、今年は、年度の初め

――あまり早いところではなくて、子供がベストパフォーマンスを出せ

る時期にしっかりやりましょうと。したがって、この間小学校で参観し

ていただいたりとか、今週末も 14 校ほど小学校で運動会が行われるん

ですけれども、運動会の練習がしっかり行われた後にきちんと測定しま

しょう。測定も一発勝負ではなく、正しい測定方法をきちんと身に付け

て、もう少し丁寧に子供たちの体力を見極めましょうということを全市

で伝えさせていただいています。 

・中学校の成績表についてですが、以前はクラス順位や学年順位が出てい

たと思いますが、今は出ていないのですか。個人的には教えてくれると

いうことだったんですが、成績表を見てモチベーションにつながると思

うし、親にとっても受験の目安にできると思いますが、なぜ載せなくな

ったのですか。 

・一時期から、載っていることでお互いに見せ合うといったことがあった

んじゃないかと思います。また過度な競争を避けるというのも一時期は

あったんだろうと思うのですが、この辺りの細かい順位というよりは、

全体の中で自分がどういった達成度に到達しているかということで度
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数分布という物を配っていたり、その中で自分は教科の中でどこが課題

になっているか。度数分布があると実際に上位層と低位層のお子さんに

分かれることがあると思うんです。そういったところをしっかり見るこ

とによって、個人としても分かるんですけれど、全体としても二極化を

つかんでいくことを重視しているところだと思います。あわせて、今お

っしゃったような順位が励みになるお子さんも中にはいらっしゃって、

逆に順位が出ることによって落ち込んでしまうお子さんへの配慮とい

うこともあり、その辺りのケアもあって大まかな位置関係が分かるよう

にしてお伝えします。個人の問合せについては、聞いてくれたらお答え

するというような対応をしている学校が多いのではないかと思ってお

ります。一律に絶対出してはいけないとはなっていないと思います。そ

ういった配慮からきているかなと思います。 

・村尾委員がおっしゃった県の研修会について、学力向上というのは講師

の先生曰く、普通３段階くらいあって、福井県は第２段階のフェーズに

あるとのことでした。第２段階はどういうフェーズかというと、生徒同

士が授業をし合っていることだそうで、先生の代わりに生徒がほかの同

級生の生徒に英語を教えている。そういう段階にきているから成績が良

いんだと自分は捉えました。だからと言って、今すぐ僕の知っている学

校なんかでそれをさせるというのは大変難しくて、やはりいろんなレベ

ルの生徒がいる中、全員が勉強を好きになる方向へもっていかないとそ

ういうフェーズに入れないというのも言われました。なので、先ほど、

夏にイングリッシュキャンプ等を実施する言われましたが、大人がイベ

ントの内容や企画を考えるかもしれませんけど、できれば、子供たちも

含めて、子供たちから出たアイディアを率先して一つだけでも入れても

らうと、多分子供たちは本気になって事を進めてくれるんじゃないかと

思います。 

・別にないようでしたら、以上で報告第５号を終わります。 

・次に、日程第３「報告第６号 公務上の事故に関する専決処分の報告に

ついて」を議題といたします。なお、この日程以降については、公表ま

での間、議事については非公開としたいと思いますが、いかかでしょう

か。 

・異議なし 

・御異議なしと認め、日程第３以降は、非公開といたします。 

・それでは非公開として議事を進めてまいりますので、関係者以外の方は

退出をお願いします。 

・それでは、学校教育課から説明をお願いします。 

・「報告第６号 公務上の事故に関する専決処分の報告について」御説

明いたします。本件事故は、令和４年 11 月 14 日午後１時頃、岩国市

立杭名小学校内において、事務職員が給食コンテナを給食配送車に積
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教育長 

 

 

 

由宇支所次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

村尾委員 

由宇支所次長 

教育次長 

 

 

村尾委員 

由宇支所次長 

 

 

 

村尾委員 

教育長 

 

 

み込む時間よりも早い時間に給食室の外に出し、その際ストッパーの

取付けが緩かったため、突風により給食コンテナが給食配送車に倒れ

込み、当該車両の後方部を損傷したものです。その後、相手方と示談

交渉を行った結果、市側が 100 パーセントの過失となり、相手方に損

害賠償金として、４万 1,800 円を支払うことで示談が成立いたしまし

た。したがいまして、令和５年４月 27 日に専決処分いたしましたの

で御報告いたします。今後は給食配送車に搬入する時間までは給食コ

ンテナを給食室から出さずに、配送員とともに、給食配送車に搬入す

るよう学校に指導を行い、事故防止に努めてまいりますので、よろし

くお願いいたします 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・別にないようでしたら以上で報告第６号を終わります。 

・次に、日程第４「報告第７号 公用車の事故に関する専決処分の報告に

ついて」を議題といたします。由宇支所から説明をお願いします。 

・「報告第７号 公用車の事故に関する専決処分の報告について」御説明

いたします。本件事故は、令和５年３月１日午後１時 20 分頃、由宇文

化会館の駐車場において、教育委員会由宇支所の職員が岩国市立由宇中

学校に向かうため、公用車を後進させたところ、駐車するために後方で

停車していた相手方車両に衝突し、当該車両の左側後部を損傷したもの

です。その後、相手側と示談交渉を行った結果、市側が 100 パーセント

の過失となり、相手方に損害賠償として 27 万 2,591 円を支払うことで

示談が成立いたしました。したがいまして、令和５年４月 26 日に専決

処分いたしましたので報告いたします。今後とも、公用車における事故

防止に努めてまいりますのでよろしくお願いします。 

・ただいまの説明に、御質問・御意見がありましたら、お願いします。 

・テールランプの破損で 27 万円もかかったんですか。 

・そうです。ぶつかってへこんだ箇所の修繕です。 

・バンパーの交換で 10 万円位かかります。今は繊維強化プラスチックな

ので修繕ができないんです。昔は叩き出しをやっていましたが、今は交

換になります。 

・注意を怠ったために起きた事故なんですかね。 

・後ろに止まっていた車なんですが、駐車場がちょっと狭いので、線の外

のところに止まっておりまして、そこにぶつかったということになりま

す。今は、出る時には職員が 1 人確認をするために立って誘導するよう

にしております。今後、気を付けたいと思います。 

・そうですね。注意するしかないです。 

・別にないようでしたら以上で報告第７号を終わります。 

・本日の議題は以上でございます。それでは次回の教育委員会会議の日程

について事務局からお願いします。 
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教育政策課長 

 

 

教育長 

・次回定例会は、令和５年６月 23 日金曜日、本庁２階特別会議室にて 

午後２時から所属長会議を、午後２時 30 分から教育委員会会議を開催

いたします。 

・これをもちまして、令和５年第６回岩国市教育委員会会議を終了します。 
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岩国市教育委員会会議規則第 16 条の規定により署名する。 

 

 

 

 

教育長  守山 敏晴                              

 

教育委員 廣田 登志子                        

 

教育委員 渡邉 博明  

 


